
応募
方法

１人俳句三句、短歌三首、川柳三句以内（未発表のものに限る）。はがきに作品・住所・氏名・
応募する壇名をはっきり書き、〒 989-0292　白石市大手町１- １白石市総務課へ。はがき一
枚に短歌、俳句、川柳の併記は不可。
毎月 15日締め切り。Ｅメールでも応募できます。（ koho@city.shiroishi.miyagi.jp）

㉄農林課　☎22-1253
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～地元農産物の魅力を発信～
　地元の農産物や直売所などの魅力をお届けします。
　～白石市農産物直売所連絡協議会は、地産地消を推進！～

白石の春の味覚「寒ざらしそば」
　寒ざらしそばは、毎年大寒の時期から立春の時期までのおよそ
２週間、ソバの実を蔵王連峰の冷たい清流に浸すことでアクや渋
みが抜け、ほのかな甘みを感じるのど越しの良いそばに仕上がる
ことが特徴です。市内では、４月上旬から材木岩公園内「小原な
ごみ茶屋」で数量限定で提供します。ぜひご賞味ください！
●営業日時　11：00～14：30
●定休日　４～５月　火・水曜日、6～11月　火・水・木曜日
　※祝日は営業。定休日は変更となる場合あり。☎29-2760

武道の楽しさに触れる
武道体験教室

　2月15日、白石中学校武道館（拓心館）で
武道体験教室が開催されました。この日行われ
た空手教室には、市内外から集まった子どもた
ちと道場生約35人が参加。会場では、講師の
指導のもと、突きや受け、組手など空手の稽古
体験が行われました。参加者たちは、空手を通
じて武道の楽しさを体感していました。

日本語の美しさやリズムに親しむ
「白石市暗唱読本」暗唱コンクール

　1月27日、市役所で暗唱コンクール表彰式が行
われました。株式会社ベガルタ仙台や仙南信用金
庫、蔵王リース株式会社、株式会社白石倉庫の協
力のもと開催したもので、各部門で最優秀賞を受
賞した保育園や学校にトロフィー、記念パネルな
どが授与されました。本市では、「白石市暗唱読本」
を活用し、基礎学力の向上に取り組んでいます。

心ひとつに綱を引き合う　真冬の激戦！
ひいて　ひかれて　第35回市民綱引き大会

　1月18日、ホワイトキューブで「第35回市
民綱引き大会」を開催しました。これは運動不
足になりがちな冬場の体力づくりと、綱引き
を通じ、心身の健康・体力の増強、仲間との
親睦を図ることを目的に行っているものです。
大会には、小学生の部10チーム、中学生の部
11チーム、一般の部16チーム、計37チーム

約500人が参加。集まった参加者たちは頂点
を目指して、激戦を繰り広げました。観客から
熱い声援が飛び交う中、小学生の部は「白石二
小Ａ」チーム、中学生の部は「豆もやし本当に
弱かったやつ」チーム、一般の部は「シン・深
谷ヤング」チームが優勝。会場は冬の寒さを忘
れるほど、来場者の熱気に包まれていました。

１１２２

３３
市内の農産物
直売所情報▶

▲�メニューと金額は市ホームページでお知らせ
します。

▲稽古体験の様子。会場は参加者の元気な掛け声が響きました

１_小学生の部優勝「白石二小A」チーム　２_中学生の部優勝「豆もやし本
当に弱かったやつ」チーム　３_ 一般の部優勝「シン・深谷ヤング」チーム

▲受賞した皆さんとベガルタ仙台の佐
さ
藤
とう
直
なお
樹
き
さん（後列左から１番目）
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